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日　時：平成24年９月15日（土）　12時00分～12時40分
場　所：千葉大学けやき会館　３階レセプションホール
出席者：17名
記録者：小坂直子評議員，松平裕佳会員
１．開会
　湯浅評議員より，開始時点で本会の総出席者は17名，
委任状提出は計260名であり，会則第４章第22条第３項
の条件（会員の10分の１以上の出席＝現在の会員632名
中64名の出席または委任状が条件）を満たしているた
め，総会が成立することが報告され，平成24年度総会の
開会が宣言された。
２．挨拶
　酒井理事長より，今年度の学術集会は盛会で，午前中
で約170名の参加があったことが話され，この総会を本
学会のさらなる発展に向けて，実りある時間にしていく
ために，活発な審議を願うとの挨拶があった。
　（会則第４章第22条により，これより大塚眞理子学術
集会会長が議長として議事を進行した。）
３．報告
１）活動報告
⑴  理事会・評議員会報告
　酒井理事長より資料１に基づき，理事会・評議委
員会活動が報告された。「学会活動に関する検討プロ
ジェクト」の活動の方向性について申し合わせを行っ
たこと，経費削減のために理事会会議費から会食費を
削減することを決め，「千葉看護学会会計業務の申し
合わせ書」を改訂したことが報告された。
⑵  編集委員会報告
　黒田理事より資料１に基づき報告された。17巻２
号，18巻１号が発刊されたこと，平成23年度に査読者
リストを作成したこと，掲載論文の質を担保し且つ効
率的な編集体制を強化する方針に基づき，平成24年度
から委員数を２倍にし，18巻１号の査読より，リスト
内の査読者２名と編集委員１名とで査読し，メールで
査読結果を報告する体制に移行したこと，査読体制の
変更に伴い投稿規定を改訂したことが報告された。
⑶  研究活動推進委員会報告
　吉田理事より資料１に基づき，平成24年２月に大阪
大学大学院の田倉智之先生の第７回教育・研究セミ
ナーが開催され，参加者74名であったことが報告され
た。「学会活動に関する検討プロジェクト」の審議結
果をもとに，平成24年度の研究セミナーの企画を検討
中であることが報告された。
⑷  広報委員会報告
　佐藤理事より資料１に基づき，学会ホームページお
よび学会紹介リーフレットの見直しと新規会員獲得方
法についての検討を行ったことが報告された。ホーム
ページは写真掲載により学会の雰囲気が伝わりやす
いように変更したこと，学会紹介リーフレットをリ
ニューアルしたことが報告され，学会PRに活用して
ほしいと述べられた。
⑸  学術集会企画・実行委員会報告
　和住副理事長より資料１に基づき，第18回千葉看護
学会学術集会企画実行委員会は事務局が埼玉で開催地
が千葉という条件下で，会議をどちらかの地で行った
ほか，メール会議で補うなどして開催に至った旨が報
告された。
⑹  学会活動に関する検討プロジェクト報告
　酒井理事長より資料１に基づき以下の内容が報告さ
れた。前理事会により立案された事業で，メンバーは
各委員会委員長で構成していること，２回の会議で，
研究成果を実践に還元する取り組みを強化する，研究
者ひとりひとりが本学会と深く掛かり合えるようにし
ていく，活動を支える役員の負担を軽減するという課
題を共有し，学術集会の開催方法や学会誌の編集方法
の改革を行うことを確認した。また，プロジェクトの
名称を「さらなる発展をめざす学会活動プロジェク
ト」と変更した。
２）庶務関係報告
　谷本理事より資料１に基づき，平成23年９月17日～
平成24年９月14日に，新入会54名，退会者26名で，平
成24年９月15日現在，会員数は632名であることが報
告された。
　以上の報告について質疑応答がなされた。
　宮㟢前理事長より，学会活動に関する検討プロジェク
トの具体的な活動の方向性について質問があった。それ
に対し，酒井理事長より，学会の設立理念である研究と
実践の往還を重要視することの共有をもとに，若手研究
者の参加が少なくなっていること，役職を引き受ける会
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員の負担が大きいことが学会活動の活性化を妨げる要因
になっていると認識されたことが説明された。そこで，
若手研究者への働きかけを検討しながら学術集会を研究
創出の場にしていくこと，学術集会開催の効率化と知的
交流促進のため，看護学部校舎での開催を検討している
こと，学会誌の編集について随時査読，電子投稿・査読
の導入が検討されていることが説明された。初年度は規
制を緩和し，できることをリストアップしていく時期，
次年度は具体的な作業行程を実現していく時期，三年度
は形にしていく時期として位置づけることを理事会で共
有したことが説明された。
　以上の報告について，拍手をもって承認された。
４．議事
１）平成23年度会計報告
　増島理事より資料２に基づき報告された。収入にお
いて，会費のプラス計上理由として平成23年３月東日
本大震災が起こった影響で会費請求を遅らせた結果，
４月以降の納入が多かったためであることが説明され
た。支出において，事業費の研究活動推進委員会の支
出が大きかった理由として広報活動を外注したためで
あることが説明された。
２）平成23年度会計監査報告
　石井前監事より，資料２に基づいて監査を行い，適
正な会計処理と認められた旨が報告された。
　１），２）について，過半数以上の挙手にて承認され
た。
３）平成25年度事業計画案
　酒井理事長より資料３に基づいて，６つの事業案の
説明があり，拍手をもって承認された。
４）平成25年度収入支出予算案
　増島理事より資料４に基づいて，収入支出予算案に
ついて提案された。収入において，会費では例年20～
30名の会員の純増および会費納入率を見越して630名
を想定した計上であることが説明された。支出におい
て，会議費の会食費節減および現メンバーの交通費等
を勘案した計上，事業費の編集委員会の査読者の増加
に伴う計上の増加，さらなる発展をめざす学会プロ
ジェクトで情報収集等に使用するための計上が説明さ
れ，過半数以上の挙手にて承認された。
５）第20回学術集会会長の承認
　酒井理事長より理事会・評議員会で第20回学術集会
会長として吉田千文会員（千葉県立保健医療大学・教
授）が推挙されたことが報告され，拍手をもって承認
された。
５．第19回学術集会会長の挨拶
　和住淑子氏より挨拶があった。第19回学術集会は平成
25年９月14日（土）に，千葉大学看護学部校舎にて開催
予定であることが話された。
　
６．閉会
　湯浅評議員により閉会の辞が述べられた。
千葉看会誌　VOL.18 No.２ 2012. 1258
　
理事会・評議員会活動報告
　
平成23年度　第４回書面理事会（H23.10.20〜11.17）
審議事項：
・平成23年度総会議事録が承認された。
・ 日本看護系学会協議会役員候補者として，酒井郁子会
員を推薦した。
平成23年度　第４回理事会（H24.1.18）
出席者： 宮㟢理事長，岡田副理事長，谷本，増島，和住
各理事，石井，大塚各監事
欠席者：荒木，田中各理事
審議事項：
・ 第17回学術集会収支報告があり，参加者が多く黒字決
算となったため余剰金が学会会計に寄付されることが
報告された。
・ 千葉看護学会会誌査読者としてのべ69名の推薦があり，
書面にて理事会に報告後，第18巻第１号より，査読者
リストに基づく査読を実施することを申し合わせた。
・ 次期理事会への引き継ぎに向け，検討すべき事項につ
いて話し合った。学術集会を活性化し，会員活動を活
発にする，という方針を次期理事会に引き継ぐことを
確認した。
・ 入会の承認：入会申請５名，退会申請３名が承認され
た。
平成23年度　第１回書面評議員会（H24.2.27〜3.14）
審議事項：
・平成23年度第１回評議員会議事要旨が承認された。
平成23年度　第５回書面理事会（H24.2.27〜3.16）
審議事項：
・平成23年度第４回理事会議事要旨が承認された。
・「次期理事会への引き継ぎ事項」が承認された。
平成23年度　第６回書面理事会（H24.3.13〜3.26）
審議事項：
・ 「千葉看護学会第17回学術集会収支決算報告書」が承
認された。
平成24年度　第１回理事会（H.24.4.27）
出席者： 酒井理事長，和住副理事長，黒田，佐藤，谷本，
増島，吉田各理事，佐藤，山本各監事
審議事項：
・理事会の本年度の活動計画について
・各委員会委員の承認および本年度の活動計画について
・ 今年度より新たに立ち上がった「学会活動に関する検
討プロジェクト」については，当面，各委員会の委員
長と庶務・会計で危機感やビジョンを共有しながら検
討を進め，検討結果は理事会で再検討し，適宜監事や
有識者の意見を得ることを申し合わせた。
・ 入退会の承認：入会申請25名，会員資格復活希望者１
名，退会申請10名が承認された。
・ 経費削減のため理事会会議費についての見直しを行
い，「千葉看護学会会計業務の申し合わせ書」を改正
した。
平成24年度　第１回書面理事会（H24.6.29〜7.4）
・ 千葉看護学会会誌投稿規定の改正について討議し，一
部修正のうえ承認された。
平成24年度　第２回理事会（H24.7.20）
出席者： 酒井理事長，和住副理事長，黒田，佐藤，谷本，
増島，吉田各理事
審議事項：
・千葉看護学会入会案内リーフレットの改訂について
・研究活動推進委員の追加について
・各委員会の次年度の活動計画
・平成23年度収入支出決算報告
・平成23年度収入支出決算監査報告
・平成25年度事業計画（案）
・平成25年度収入支出予算（案）
・平成24年度総会について
・第20回学術集会会長候補者について
・入退会の承認：入会申請20名が承認された。
平成24年度　第２回書面理事会（H24.7.28〜8.10）
・ 平成25年度収入支出予算（案）について討議し，一部
文言を修正のうえ承認された。
千葉看護学会活動報告　（平成23年９月17日～平成24年９月14日）
資料１
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平成24年度　第３回理事会（H24.9.14）
出席者： 酒井理事長，和住副理事長，黒田，佐藤，谷本，
増島，吉田各理事，山本監事
欠席者：佐藤監事
審議事項：
・各委員会等の活動について
・入退会の承認
・平成24年度総会について
・総会，学術集会等の開催時期の検討について
平成24年度　第１回評議員会（H24.9.14）
出席者： 酒井理事長，和住副理事長，黒田，佐藤，谷本，
増島，吉田各理事，山本監事，石橋，小坂，森，
湯浅各評議員
欠席者： 佐藤監事，石井，岩㟢，北池，田所，舟島，本田
各評議員
審議事項：
・平成23年度収入支出決算報告　
・平成23年度収入支出決算監査報告
・平成25年度事業計画（案）
・平成25年度収入支出予算（案）
・平成24年度総会について
・第20回学術集会会長候補者の選出
＜現時点での会員数＞
平成23年９月17日～平成24年９月14日に，入会54名，
退会26名で，平成24年９月14日現在，会員数は632
名。
　
編集委員会報告
　
平成23年度
委員長：眞嶋会員
委　員：岡田副理事長，山本，吉本，坂上，近藤各会員
平成23年度　第６回編集委員会（H23.10.4）
　千葉看護学会会誌第17巻第２号の投稿論文11編の査読
結果を受けて審議し，１編を採用，10編を修正後再査読
とした。
平成23年度　第７回編集委員会（H23.11.8）
　千葉看護学会会誌第17巻第２号の投稿論文のうち，修
正後再査読となった10編から取り下げの申し出があった
１編を除く９編について再査読結果を受けて，審議を行
なった。その結果，３編を採用，４編を修正後再々査
読，２編を編集委員会に一任とした。
平成23年度　第８回編集委員会（H23.12.13）
　千葉看護学会会誌第17巻第２号の投稿論文のうち，修
正後再々査読となった４編，編集委員会一任となった２
編について審議し，２編を採用，２編を不採用とした。
残りの２編は第17巻第２号への掲載が難しいため，再々
査読での指摘を修正した上で，次号への新規投稿論文と
して投稿してもらうこととした。最終的に６編が千葉看
護学会会誌第17巻第２号に掲載されることが決定した。
　医学中央雑誌刊行会への著者抄録使用について審議を
行い，著者抄録の使用を許諾することとなり，手続きを
行なった。
　千葉看護学会会誌査読者リストの作成予定にしたがっ
て作業を進め，第６期，第７期理事からの推薦のあった
会員のうち承諾の得られたものを査読者として登録し，
千葉看護学会会誌査読者リストを作成した。第18巻第１
号よりこのリストを用いて投稿論文の査読者を決定する
こととなった。
千葉看護学会会誌第17巻第２号発行（H23.12.31）
平成24年度
委員長：黒田理事
委　員： 岡田，小川，近藤，佐藤，杉田，辻村，眞嶋，
森，山本，吉本各会員，和住理事
平成24年度　第１回編集委員会（H24.4.5）
　今期の方針を検討し，１．掲載論文の質を担保し，且
つ効率的な編集体制を強化する，２．千葉看護学会の論
文掲載の基準に関する情報収集・蓄積を行うと決定し
た。１．として，①委員会開催は１号につき２回と必要
時に実施する，②査読者を２名，担当編集委員１名の体
制として査読結果報告をメールで実施する，編集委員の
役割として「査読者２名の意見を集約し，不足点や査読
者の意見をわかりやすく伝えるため，編集委員からのコ
メントを作成する」ことと確認した。また，次号から委
員長が担当編集委員，査読者を決定し（査読者は専任査
読者リストから選定），査読結果が集まった時点から委
員会を開催することとなった。
　千葉看護学会会誌第18巻１号の投稿論文17編の査読者
及び担当委員を決定し，編集スケジュールを確認した。
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平成24年度　第２回編集委員会（H24.5.1）
　千葉看護学会会誌第18巻１号の査読結果を受けて審議
し，１編を不採用，16編を修正後再査読とした .また，
副委員長に吉本委員が推薦され承認された。
平成24年度　第３回編集委員会（H24.6.11）
　千葉看護学会会誌第18巻１号の投稿論文のうち５編が
取り下げの連絡があり，除く11編について再査読結果を
受けて審議し，４編を採用，１編を不採用，６編を修正
後編集委員会審議（担当編集委員による確認）あるいは
修正後再々査読とした。
　その後，提出された修正内容を担当編集委員，査読者
が確認し，最終的に原著９編，実践報告１編の計10編が
掲載されることとなった。
千葉看護学会会誌第18巻１号発行（H24.7.31）
平成24年度第１回書面編集委員会
（H24.8.27〜8.31　メール審議）
　学術集会長から，18巻２号に掲載予定の学術集会報告
の原稿について相談があり，原稿依頼内容について審議
し，これまでの学術集会報告に紙面を多くとる構成か
ら，学術集会長及びシンポジウム報告は内容を紹介する
が，口演・示説等はタイトルと氏名のみを紹介する提案
が承認された。また今年度の学術集会ではパネルディス
カッション演者は学会員ではないため，座長からの報告
として依頼することを確認した。
平成24年度第２回書面編集委員会（H24.9.3）
　千葉看護学会会誌第18巻２号の投稿論文７編の査読者
及び担当委員の決定を委員長から委員に報告した。
投稿規定の改訂の提案
　査読者２名，担当編集委員１名が論文を読む体制にし
たことに伴い，副論文の提出を３部にする投稿規定の修
正が必要となった。千葉看護学会会誌第18巻１号に掲載
するため，書面理事会で審議をうけ，2012年７月４日改
訂案が承認された。
　
研究活動推進委員会報告
　
平成23年度
委員長：荒木理事
委　員：小川，奥，市原，高橋各会員
以下，全てメール会議で委員会を行った。
H23．９．２　 第７回教育・研究セミナー　 
日程調整，役割分担について
H23．10．20　各担当進捗状況，参加申込方法の確認
H23．10．25　セミナーテーマ決定
H23．11．２　セミナー広報について
H24．１．30　当日担当最終役割確認
第７回教育・研究セミナーの開催
平成24年２月５日（日）13：30～16：00
テーマ「看護研究とアウトカム」
講師　田倉智之（大阪大学大学院医学系研究科教授）
　参加者は会員41名，非会員33名，計74名であった。看
護領域のアウトカム評価へのモチベーションとなった。
平成24年度
委員長：吉田理事
委　員：伊藤，菅原，辻村，島村各委員
平成24年度　第１回研究活動推進委員会（H24.4.10）
審議事項：
・ 平成24年度活動計画：今期の研究活動推進活動につい
て検討し，会員の研究活動に関するニーズ調査を実施
することが決定した。
平成24年度　第２回研究活動推進委員会（メール会議）
（H24.6.6〜6.11）
審議事項：
・ 平成24年度活動計画：第１回理事会で出された委員会
活動案に対する意見を元に，再度研究推進に絞った活
動計画について検討し，セミナー開催とすることに決
定した。
平成24年度　第３回研究活動推進委員会（H24.8.10）
審議事項：
・ 平成24年度研究セミナー企画案：学会活動に関する検
討プロジェクトの審議結果をもとに研究セミナーの企
画案を検討した。テーマ，候補日，場所，方法の概要
を決定した。
61千葉看会誌　VOL.18 No.２ 2012. 12
　
広報委員会報告
　
平成23年度
委員長：田中理事
委　員：岩瀬，神津，渡邉，内海，藤澤各会員
平成23年度　第２回広報委員会（H23.10.4）
・ 委員の追加補充について（内海加奈子会員および藤澤
陽子会員）
・ ホームページについて（トップページの写真の変更，
第17回学術集会の写真選定，修正内容の検討）
・千葉看護学会紹介リーフレット（ver. 4）について
・ 新規入会者獲得のための広報活動の検討および推進に
ついて
・ 学術集会との効果的なリンクおよび教育・研究セミ
ナーの連携について
第７期広報委員長との引き継ぎ（H24.3.14）
・ ３年間の活動内容を説明し，次期委員会への引き継ぎ
事項を伝えた。
卒業式（H24.3.23）および修了式（H24.3.27）で
の学会紹介リーフレットの配布
平成23年度　第３回広報委員会（H24.3.29）
・ ホームページについて（第７回教育・研究セミナーの
写真選定，修正内容の検討）
・第６期広報委員会活動の反省
平成24年度
委員長：佐藤理事
委　員：斉藤，渡邉，鳥田，細谷　各会員
平成24年度　第１回広報委員会（H24.5.22）
・ 平成24年度の活動方針および年間スケジュールについ
て，ホームページの充実，新規入会者獲得のための広
報活動，学会紹介リーフレットの見直しについて検討
した。
平成24年度　第２回広報委員会（H24.7.4）
・学会紹介リーフレットの改訂案の検討
・第18回学術集会の広報活動について
　ホームページ更新費用を業者と協議し固定化を図っ
た。
　
第18回学術集会企画実行委員会報告
　
学術集会担当理事：和住副理事長
第１回企画委員会（H23.11.25）千葉開催
・企画委員の委嘱
・学術集会メインテーマについて
・学術集会の運営方針について
・第18回学術集会予算案について
・企画委員会スケジュールについて
第２回企画委員会（H24.1.31）千葉開催
・学術集会案内について
・広報活動について
第３回企画委員会（H24.3.16）埼玉開催
・一般演題査読について
・広報活動の推進について
・集録原稿作成手引きについて
第４回企画委員会（H24.7.6）埼玉開催
・一般演題登録状況及び査読結果について
・座長，プログラム案について
・集録集の構成案について
以後，メール会議多数
第１回実行委員会（H24.8.21）千葉開催
・実行委員の委嘱
・役割分担について
・運営マニュアルの作成について
第２回実行委員会（H24.9.12）千葉開催
・運営マニュアルについて
　
学会活動に関する検討プロジェクト
　
平成24年度　第１回会議（H24.6.19）
出席者： 酒井理事長，和住副理事長，佐藤，谷本，増島，
吉田各理事
欠席者：黒田理事
・ 学会設立の趣旨と会則に定められた学会の目的を踏ま
え，「各専門領域を超えて，実践と研究の往還を通し
て看護学の体系的な知を明らかにする」ところに本学
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会の特徴があることを確認した。
・ 本学会は，看護実践から看護学の知を取り出してきた
実績があるが，取り出した知を実践において検証し，
研究成果を実践の向上に還元する取り組みが弱い，と
の現状を共有した。
・ 一人前の研究者がコミットできるよう，また，役員が
負担を感じずに学会活動を行うことができるよう，学
会活動の在り方を見直すこと，学会誌編集等にかかる
業務を効率化すること，等の改革が必要であるとの合
意に至った。
平成24年度　第２回会議（H24.7.20）
出席者： 酒井理事長，和住副理事長，黒田，佐藤，谷本，
増島，吉田各理事
・ 一人前の研究者がコミットできる学会活動に向けた理
事会発信の企画として，これまで本学会において産出
されてきた看護学上の知見が，どのように実践を変え
てきたのか，本当に実践を変える根拠となるような知
識がどの程度産出されてきたのかを量的に示すような
ものを，学術集会に出す方向で検討することを合意し
た。
・ 会員の主体的な研究活動を推進する方向で，研究活動
推進委員会の活動の在り方について検討することを合
意した。
・ 業務効率化の具体的内容として，随時査読，電子査読
へ移行する方向で検討することを合意した。
・ 総会，学術集会等の開催時期についても検討の必要が
あることを合意した。
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資料２
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平成 25年度　千葉看護学会事業計画（案）
１．第 19回学術集会の開催
２．学会誌の発行（年２回刊行）
３．研究活動の推進
４．広報活動の推進
５．さらなる発展をめざす学会活動プロジェクト
６．その他本学会の目的達成のために必要な事業
資料３
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平成25年度収入支出予算（案）
（平成25年４月１日〜平成26年３月31日）
○収入の部
区　　　　分 平成23年度決算額 平成24年度予算額 平成25年度予算案 備　　　　考
１．会費 3,435,000 3,050,000 3,150,000 630人×5,000円
２．会誌代 148,000 114,000 120,000 19巻１号，２号：40冊×3,000円
３．論文別刷代 157,000 240,000 170,000 15編
４．学術集会貸付金の返金 500,000 500,000 500,000 第19回学術集会
５．利息 467 100 200
６．繰越金 2,791,271 2,362,837 2,277,371
７．その他 82,804 40,000 40,000 教育セミナー参加費など
計 7,114,542 6,306,937 6,257,571
○支出の部
区　　　　分 平成23年度決算額 平成24年度予算額 平成25年度予算案 備　　　　考
１．会議費 48,200 200,000 80,000 理事会の会食費等節減
　１）理事会 /評議員会 48,200 200,000 80,000
２．事業費 3,056,318 3,330,000 3,440,000
　１）学会誌関係費 1,383,355 1,770,000 1,780,000
　　⑴学術雑誌刊行費 1,228,500 1,600,000 1,600,000 19巻１号，２号
　　⑵学術雑誌発送経費 154,855 170,000 180,000
　２）学術集会関係費 1,000,000 1,000,000 1,000,000
　　⑴学術集会助成金 500,000 500,000 500,000 第20回学術集会
　　⑵学術集会貸付金 500,000 500,000 500,000 第19回学術集会
　３）委員会等活動費 592,963 480,000 580,000
　　⑴編集委員会 80,253 100,000 180,000 査読システムの変更
　　⑵研究活動推進委員会 208,810 180,000 200,000
　　⑶広報委員会 114,290 100,000 100,000 ホームページ管理維持費，リーフレット作成費を含む
　　⑷選挙管理委員会 189,610 ― ―
　　⑸ さらなる発展をめざす 
学会活動プロジェクト ― 100,000 100,000 情報収集
　４）その他 80,000 80,000 80,000
　　⑴ 日本看護系学会協議会 
会費 80,000 80,000 80,000
３．事務費 852,068 928,000 928,000
　１）消耗品費 12,844 20,000 20,000
　２）通信費 139,400 150,000 150,000 会費納入案内年３回，総会案内発送など
　３）人件費 19,387 18,000 20,000 封入手数料など
　４）印刷費 32,926 30,000 33,000 総会案内，封筒など
　５）渉外費 2,880 10,000 5,000
　６）業務委託費 644,631 700,000 700,000
会員データ管理，会費徴収，会誌発
送用ラベル出力代，会誌保管料など
を含む
４．予備費 0 200,000 200,000
５．繰越金 3,157,956 1,648,937 1,609,571
計 7,114,542 6,306,937 6,257,571
資料４
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第７期　千葉看護学会役員・評議員名簿
(任期：平成24年４月１日〜平成27年３月31日）
役　　職 氏　　　名 所　　　　　　　属
理 事 長 酒 井 郁 子 千葉大学大学院　看護学研究科
副 理 事 長 和 住 淑 子 千葉大学大学院　看護学研究科
理 　 事 黒　田　久美子 千葉大学大学院　看護学研究科
理 　 事 佐 藤 紀 子 千葉県立保健医療大学　健康科学部
理 　 事 谷　本　真理子 千葉大学大学院　看護学研究科
理 　 事 増　島　麻里子 千葉大学大学院　看護学研究科
理 　 事 吉 田 千 文 千葉県立保健医療大学　健康科学部
監 　 事 佐 藤 禮 子 兵庫医療大学　看護学部
監 　 事 山 本 利 江 千葉大学大学院　看護学研究科
評 議 員 石 井 邦 子 千葉県立保健医療大学　健康科学部
評 議 員 石　橋　みゆき 文部科学省高等教育局医学教育課
評 議 員 岩 㟢 弥 生 千葉大学大学院　看護学研究科
評 議 員 北 池 　 正 千葉大学大学院　看護学研究科
評 議 員 小 坂 直 子 千葉大学大学院　看護学研究科
評 議 員 田 所 良 之 千葉大学大学院　看護学研究科
評 議 員 舟　島　なをみ 千葉大学大学院　看護学研究科
評 議 員 本 田 彰 子 東京医科歯科大学大学院　保健衛生学研究科
評 議 員 森 　 恵 美 千葉大学大学院　看護学研究科
評 議 員 湯　浅　美千代 順天堂大学　医療看護学部
所属は平成24年９月１日現在のものです。
